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ている（Berryand Harris, 1970；森川， 1980a: 





























































































































































(Christaller, 1933, Fig. 2による



























































[S, U］ヰ［SJ+[U] (1) 
である．そして，都市の相対的意味ムは，


















































































































階層3・・ B ¥ ¥ 階層3・・ B 
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第4図 中心地システムの階層図（仮想図） 第5図 中心地システムの階層図（樹状的）
階層4・・ [I]= [ [ [A,B, C] , [ D, E]] , [ [ F, G] , [ H, I,J]]] 
階層 3・・ [B]=[[A,B,C] ,[D,E]] [I]=[[F,G], [H,I,J] 
卜＼ パ
階層2・・ [B]=[A,B,C] [D]=[D,E] [G]=[F,G] [I]=[H, I ,J] 
















































































































(Couclelis (1984, Fig. 1）より）
第l表 システム型の記述（Couclelis(1984, Tab. 1）による）
選ばれた諸相 I型 I型 II型
制l 御 調整者なし 外的調整者 内的調整者
呼 称 古典的システム 目標志向システム 進化的システム
予測可能性 予測可能 制御規則が既知 予測不可能
ならば予測可能 (a}I固別的
(b）全域的
構 造｜ 分岐点なし 選択原理 （目的） 分岐点があって，（ア・
が既知のときのみ プリオリには未知の）
分岐点あり ランダムな選択



















































































































(1972）の「理念型」， または、ノやンバルト (1933) 
の「合理的図式」の議論が頭にある（Christa lier, 
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